
(1)品目 ( ）

(2)作型名

(3)面積 ａ

(4)栽培戸数又は労働力 １人

(5)栽培期間 平成28年6月 ～ 平成29年1月

(6)収穫期間 平成28年10月20日頃 ～ 平成28年12月末

(7)収穫量 H27実績 kg ( うち出荷量： kg）

H28計画 kg ( うち出荷量： kg）

(1)土づくり 平成28年3月26日　堆肥散布

(2)播種 月 日

(3)育苗期間 月 日 月 日

(4)定植 6 月 6 日  月   日

(5)肥培管理 化学肥料を50％以上削減するために導入している具体的な技術

技術を導入する際の考え方

肥料の施用内容

シモエダ堆肥
オーガニック８５３
ＳＧＲ
合計

地区慣行施肥量（kg/10a)
低減率(％)

1,250kg/10a

21

定植苗購入

褐色森林土壌

有機由来窒素源として、オーガニック８５３を基肥、ＳＧＲ（ともに有機100％）を追肥で使用
牛糞堆肥を１０a当たり５００ｋｇ施用して土づくりを行っている。
土壌改良材は、果樹での栽培経験を活かし、多種多様な資材を使用している。（ハーモニーシェル・古
代天然苦土・酵素Ｓ+天然にがり・スリーナイン）

環境にやさしい農業の先駆者である、寺澤氏は果樹栽培での４0年来の経験から、野菜でも同様の取り組みを行う
志向があった。
そこで近年、米やねぎ、きゅうり等への無化学肥料・低農薬栽培にも取り組んでいる。無化学肥料は、土壌の健
全化を保てば可能であり、そのための堆肥施用と土壌診断に基づいた微量要素等の補給を行っている。

加里

平成  年

平成  年

3.0

リン酸
うち化学由来

認証取得者氏名 寺澤　茂春 認証番号 50-00368

地域（標高）

土壌（土性）

ねぎ

項目 生産計画の内容

施用量
（kg/10a)

0

500 450

成分量(kg)
窒素

補足メモ

10.5

10.1

100.0

16.9

10.0

品種：

2.0

信州の環境にやさしい農産物認証取得者事例調査票（野菜）

1
栽
培
状
況

0

肥料の種類

2
栽
培
方
法

～

15.0

1.8
0.8

地事名 下伊那

60
40
600

4.8
1.6

0.0
0.0
0.0

ホワイトスター

露地秋冬栽培

4

0.0

(4a当たり)

軟腐病、さび病に耐病性あり

7.5

平成 28年 ～

松川町増野（650ｍ）

500



(6)病害虫防除 化学合成農薬を50％以上削減するために導入している具体的な技術

技術を導入する際の考え方

病害虫防除の内容

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

※農薬名に番号を付記

(7)雑草防除

(8)収量の状況

(2)販売方法

1年生雑草

ヨトウ類、ネギアザ
ミウマ

アザミウマ類　1 1

葉枯病、さび病、黒
斑病

ネギアザミウマ、ネ
ギハモグリバエ

ベと病、さび病、黒
斑病、黄斑病等2 1 2 1

　

ヨトウ類、ネギコ
ガ、ハモグリバエ類

　

・適期防除に心がける。（害虫・病気はともに発生初期に確実に防除を行う）
・今年は農薬未使用で栽培中。（H28年9月末現在）

基本的には防除暦に沿った防除を行うが、気象条件やねぎの生育状況等により、病気や害虫の発生が見
られなければ防除を省く。畝間を広く取り、土寄せや薬剤の散布の死角がないよう管理している。

殺菌剤
ベルクート水和
剤

有効
成分数

対象
病害虫

散布
回数

黒斑病・ベと病・葉
枯病・さび病他

慣行
回数

ダコニール1000 1,000 1 1 1 　

9

さび病、ベと病、黄
斑病、黒斑病等

　

アミスターオプ
ティフロアブル

1,000

アミスター２０
フロアブル

1 1 　

成分カ
ウント

土寄せと手取りにより除草。除草剤は使用しない。

昨年は労力不足から販売できるものにならなかった反省から、今年度は人手を確保し土寄せを5回、手取
り除草と追肥を各１回実施。窒素分は抑えているため無農薬でも病気や害虫の発生は少ない。

果樹園に囲まれた圃場のため、害虫や病原菌が少ないと思われる。

管内の直売所・・JA

県内（直売所・ＪＡ）
県外（卸、仲卸へ直接販売）

直売所で販売するものは、シールを貼付して出荷する。

地区慣行農薬使用回数（kg/10a)
農薬の使用回数

除外カ
ウント

殺虫剤

2,000 1

11

　

(4)実需者や
消費者の反
応、メリット

　
トレファノサイ
ド乳剤

300ml 1 1 1 1除草剤

地元で需要があり、今から予約が入っている。

殺菌剤

殺虫剤
モスピラン顆粒
水溶剤

2,000 1

殺虫剤
プレオフロアブ
ル

1,000 1 1

1

1

1,000

プレバソンフロア
ブル５ 2,000 1 1 1

(9)その他特
記事項

3
販
売
状
況

(1)主な販売地域

(3)県認証の
活用方法

殺菌剤

1 1 　

2,000 1 1 1

ベストガード水
溶剤

殺菌剤

2
栽
培
方
法

10
22

54.5%削減率(％)

21合計 10 0 1

使用農薬名※
倍率・
使用量

慣行回
数への
付加カ
ウント

殺虫剤

　



＜栽培暦＞

上 中 下 上 中 下 上中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

　 　
定
植

土
寄
せ
追
肥

草
取
り

　
土
寄
せ

　
土
寄
せ

　
土
寄
せ

土
寄
せ

　

収
穫
開
始

　

収
穫
終
了

① ⑦ ⑤ ⑦ ② ⑥ ③ ⑧

⑨

ここがポイント！

＜栽培状況等の写真＞

※（6）の病害虫防除、病害虫防除の内容の使用薬剤は計画

12月11月10月3月

除草

土づくり
施肥

1月

栽培管理

病害虫防除

3/26 堆肥
6/ 1  酵素Ｓ+天然にがり

6/ 5 ハーモニーシェル
6/11スリーナイン

8/15 古代天然苦土
8/15 ＳＧＲ

2月 9月8月7月6月5月4月
作業

県認証制度発足当時から、農事組合法人増野の組合長として、りんご・なしの認証取得を行ってきた。果樹には長年の
経験や技術があるが、野菜や米など、身近な農産物への応用ができないか研究中である。そのひとつとしてネギの栽培
を４年前から行っている。

農
家
の

コ
メ
ン
ト

始
め
た
動
機

野菜の栽培知識が果樹ほど高くなく、周りにも栽培している仲間がいない中、手探りで挑戦を始めた。使える資材が限
られる中で病害虫の発生初期を見極めるのが非常に重要であり、かつ難しいところ。それだけにやりがいも感じてい
る。日々研究中であるので、専門技術者のアドバイスを参考にしたい。

土寄せ後の状態。無農薬栽培でも
病気の発生は見られない。

８月３１日環境にやさしい農業現地
確認調査時に藤森審査員の指導を受
ける。

＜減化学肥料技術＞ 
基肥はすべて有機質肥料を施用、追肥も有機のみ。土壌診断の結果から基肥を控えた。 
追肥は土寄せとともに行い、除草を兼ねる。 
 
＜減農薬技術＞ 
基肥を控えることで、病虫害の発生を少なくする。 
圃場内の見廻りを十分に行い、発生が見られたら早めの防除に心掛ける。畝幅を広く取ることで、薬液がすみずみまで届くようにし


